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議席番号　7　番 荻原　省三

①　木下保育園建設に向
　けて

②　箕輪ブランドについて

③　北部地区観光農業団
　地の周辺について

　木下区検討委員会での大筋合意を受けて町の対応と今後のスケ
ジュール

　「道の駅」設置を目指す考えは

平成２８年　６月議会　一般質問通告書

質問順位　1　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

１　観光協会のあり方は
　
２　㈱みのわ振興公社について

３　農産物加工施設の利用度又、野良っ娘の女性達の応援は

４　観光、農業、食の一本化を目指す考えは



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　1　番 唐澤　千洋

１　第５次振興計画の「みえ
　る化」について

　　１　森林行政について

　　２　観光行政について

　第５次振興計画が２８年度積極予算とともに始動した。具体的取組
（みえる化）について伺いたい。

①　町の森林は町有林、区有林、生産森林組合林と私有林に大別され
　戦後まもなくカラマツの植栽を中心に森林整備が行われてきた。この
　カラマツ林の間伐期が来ており、整備は全町的に求められている。再
　三森林整備の提案をしてきたが、具体化が遅れている。
　　 森林税など優位な制度がある。積極的な間伐整備を中心に、森林
　の持つ多面的機能確保に努めるべきである。松くい虫対策を含め、
　町長の考えは。

②　化学建材、塗料などアレルギー対策などから公共施設整備に木材
　の活用が見直され、効果を上げている。
　　 過日、「大型保育園施設の建設について木材・木質の持つさまざま
　な効果から活用を考えたい。」との町長の発言をおおいに歓迎する。
　　 採用の基本的考えを伺いたい。

③　間伐が進めば、大量なバイオマス生産原料が生まれる。また、カラ
　マツ材による家具製品の開発も進んでいる。市町村・区・山林所有者
　などで組織する森林組合の経営にも効果が表れるものと考える。広
　域新ごみ処理中間施設の熱利用、発電を意識できる。上伊那広域副
　連合長、森林組合行政理事の立場もあり、これらとの活用に対する構
　想の考えは。

①　箕輪町観光の中心は「ながたの森」、「ながた温泉」と見えるお客さ
　んに紹介するのが通例。
　　 ７２ホールのマレットゴルフ場、アスレチックが整備された。
　　 しかしながら、町の統計書数値からは一時期の半分にも満たないと
　される利用者にとどまっている。宿泊可能な温泉もあり、ドームもある
　中で、その原因は何なのか。

②　風光明媚な一帯の活用も十分といえていない。薄暗いほどの散策
　歩道は不気味さを感ずる。林を抜けると眺望が開ける満足感もなく、
　ドラマ性もない。小さいながらも沢を活用したわさび田、あやめ園、山
　アジサイの小路、など発想はわく。感動を与える何かがほしい。

平成２８年　６月議会　一般質問通告書

質問順位　２　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

１／２



　　３　みのわ祭りについて

２　防災訓練について ①　多発する地震、台風などの豪雨災害などについて地域単位の訓
　練がされるが、防災機器などが乏しく、高齢化する社会構造の中で
　適正な器具機材の整備が求められる。整備状況は。

②　学校、保育園の整備は。

２／２

①　町の皆さんが「みのわ祭り」草創期の祭りに復活を期待する声を聴
　く。「神の祭りから住む人の祭りへ」、「見る祭りから参加する祭りへ」、
　真夏の１日生活を忘れるほど祭りに浸る気分になりたいというのであ
　る。
　　 町の皆さんが満足できる祭りを
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議席番号　11　番 向山　章

教育行政

一般行政

福祉行政

一般行政 　

一般行政

教育委員会制度の改革後の教育委員会の現状についての所見

　応急仮設住宅の候補地選定について、国が各自治体に求めて
いる応急仮設住宅の候補地選定が進んでいないという実態といわ
れている。町の状況は。

安心して子供を産み育てられる社会を
妊娠から出産、育児まで切れめなく支援、取り組みについて

町議会と区長の懇談会の中での苦情について

①　常会未加入者が増加している。町から区への積極的な加入
　の仕組みを

②　区役員の役務の負担軽減

③　高齢化が進み、区の体制維持が危惧される

④　安心安全に暮らせる区づくりを進めたいと考えているが区の
　財政の首を絞めつけることになり危惧している

⑤　一人暮しや、認知症の高齢者増加に対する対応、一般区民
　がどこまで手を出すことができるか

⑥　行事実施継続のための支援

⑦　区役員の高齢化や後継者不足による区民の負担増、町から
　区などに調査作成など増加し、役員の負担増になっている。必
　要な事業や調査なのかチェックを行ない町は減らす努力が必要

⑧　住宅造成、農地維持のギャップ

⑨　４月１８日の町と区の会議の中で町の計画が抽象的で具体性
　が見えないとの声がありますが町長の所見

　住民などから町への建設的な「ご意見・提言」があった場合、必ず
回答すべきと思うが所見を

平成２８年　6月議会　一般質問通告書

質問順位　３　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨
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議席番号　10　番 伊藤　隆

１　防犯街路灯の負担に
　ついて

２　踏切の交通改善及び
　隣接道路の危険カ所改
　善について

３　セーフコミニティー認
　証に関る膨大な費用負
　担について

４　町税の使い方の疑問
　について

５　ふるさと納税の返礼品
　について

　町内の防犯街路灯が何ヶ所かで切れている。又、昼間でも街灯がつ
きっぱなしの所があるが、電球等の取替えや修理を業者にお願いした
時は実業団又は常会の負担となるのか。

平成２８年　6月議会　一般質問通告書

質問順位　４　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

　以前より改善要望が多い坂井第二踏切に人間の通行出来るだけの
歩道だけでも付けていただけないか。又松島追分より下り沢～小河内
方面への道路の踏切で（岡谷街道踏切）の手前南西側の道路へガー
ドレールを付けてもらえないか。

　認証取得費用に事前現地調査費に４７０万円の他に毎年（５年間）
ＳＣ推進費用が５００万円以上ものお金がかかると言うが町民のほとん
どの人が理解していない、何故そんなにお金がかかり、何故そこまで
しなくてはならないのか。

　町の税金で結構多くのお金が公社へ空費されているが、町民の多く
が不満に思っている。
　ながたの湯の駐車場は狭くて使用しづらいとか、町内の農産物等の
販売や町内業者を利用していないなど多くの声があるがどの様に思う
か。

　各市町村でふるさと納税の返礼品を休止する傾向があり、特にお金
に換えやすい商品券、家電を贈らないようにと言われているが町として
の考えは。



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　6　番　 中澤　清明

１　町長の政治姿勢

２　各区課題への支援策

３　教育行政

４　雨水排水対策

５　第５次振興計画 　

６　表彰規定の見直し

①長田地区排水路整備
　・２８年度事業の見通し
　・体系的な排水計画の策定を

②天竜川右岸第２排水区の雨水下水道
　・計画どおりの排水ができるのか
　・供用後の維持管理は大丈夫か
　・現状での供用までの見通し

　就任１年半を過ぎたが、以下の点についてどのように心がけ、取り組ん
できたか。また、その評価及び今後の方向は。

・公約の達成度
・役場組織の活性化と職員の意識改革
・政治倫理（公私の区別など）

　各区が抱える次の切実な課題についての支援策は。また共同検討会
の開催を。

・区の維持、伝統・行事などの継続
・町からの委嘱事務の統合整理
・区・常会未加入者対策

　地域とのつながりを大切にした教育の展開

・地域行事へ小中学生の積極的参加を
・高齢者とのふれ合いの場、時間となる定期的な学校行事の創設を

平成28年　6月議会　一般質問通告書

質問順位　５　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

　実施計画策定作業の状況と見通し

　見直しの検討状況
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議席番号　12　番 釜屋　美春

１　防災対策

２　環境行政

３　子育て支援

○　食品ロスの削減対策について
（１）　当町の事業系、家庭系食品ロス削減対策の現状は

（２）　学校・保育園等の教育現場で、環境教育・食育として「もった
　　いない」という教育を

（３）　「３０・１０運動」「食べきり・持ち帰り運動」など行政・町民・業者
　　一体の推進を

（４）　必要とする家庭へ提供できるシステムを

○　子ども相談室について
（１）　もたらす効果と課題は

（２）　助産師の出張訪問指導を

（３）　切れめのない支援に個別支援ノート導入を

○　祖父母手帳で世代間の絆の構築や高齢者の社会参加を

○　被災者支援について
（１）　被災者支援システムの試験運用を

（２）　生活不活発病・感染症・エコノミークラス症候群・食中毒・アレ
　　ルギー疾患など、２次災害から被災者を守るマニュアルの作成を

○　避難所の機能強化について
（１）　小・中学校等の公共施設の天井、壁、窓ガラス・照明等の非構
　　造部材の耐震について

（２）　非常用発電機・仮設トイレ・テント等の整備について

（３）　防災かまどベンチを設置しては

平成28年　6月議会　一般質問通告書

質問順位　６　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨
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議席番号　3　番 下原　甲子人

１　人事評価制度

２　商店応援事業制度

３　農地転用状況

４　参議院選の取り組み

５　条例交付掲示版

６　土地開発公社のあり方
　と今後

１　実績と評価、今後の見通し考えは

２　実地調査実行とその結果、効果？

平成28年　6月議会　一般質問通告書

質問順位　７　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

１　農地法第４・５条の実績と内容

２　転用希望者数と耕作放棄地の現状

１　経営実態と今後の管理対応

２　町所有地と関連・連携の考え？

１　導入背景と概要について

２　評価内容と評価方法

３　評価時期と結果の活用方法は

４　女性活躍推進法との関連は

１　今夏予定の参議院選対応について
　（投票率・関心度ｕｐの諸施策と実態・内容）

１　利用・管理実態と５ヶ所の必要性

２　町民・住民の認知度・理解力は？
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議席番号　5　番 小島　常男

１　（第５次振興計画）
　　　　　　　　　　実施計画

２　消防・防災関係

３　文化、スポーツ

４　公共施設・設備

５　中央自動車道バス停
　駐車場

・　遅れている早急にすべき、何時までに示せるか

・　わかりやすい計画に

平成28年　6月議会　一般質問通告書

質問順位　８　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

・　違法路上駐車の改善されてないが状況を把握し対処が必要では

・　用地拡張か立体型駐車場の考えは

・　団員定数は見直し処遇改善の考えは

・　水利の状況は

・　隣接市町村の応援体制は

・　災害弱者避難対策は
　（要支援者、個別計画、外部へ要支援者名簿の提供等）

・　文化祭、町民の関心度

・　過去５年間の出店者出店数、来場者数等

・　駅伝・コース等見直し、安全対策は

・　町民の多くが、参加応援（声援）できる工夫を！

・　沢保育園地中熱設備導入に変更の訳
　　費用対効果は？

・　今後の考え
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議席番号　2　番 大槻　金吾

１　観光行政について

２　ながた自然公園マレッ
　トゴルフ場について

３　地域活動支援センター
　について

４　保育園建設について

５　学童安全対策につい
　て

平成28年　6月議会　一般質問通告書

質問順位　９　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

①　学校施設の安全対策

②　学童横断歩道のカラー化

③　熱中症対策

①　新設される沢保育園駐車場

②　隣接住民への説明会

①　上伊那北部観光連絡協議会の観光施策と進捗状況

②　ながた自然公園を活かした観光施策

③　特色ある食の開発

①　７２コースの利用状況

②　雨水排水

③　トイレ改修

①　業者の撤退

②　交通死亡事故の検証

③　利用者の安全確保

④　駐車場
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議席番号　13　番 唐澤　敏

１　人口減少対策につい
　て

２　産業の振興と人材の
　確保・育成について

３　第５次振興計画につ
　いて

４　コミュニティの活性化
　や安全・安心のまちづ
　くりについて

○　少子高齢化の進展のなかで、いかに暮らしやすさを保障していくか

（１）　箕輪町の人口動態の現況と分析について
（２）　人口ビジョンや第５次振興計画について、現時点での所見
（３）　「危機感の共有」と具体的な施策の展開状況について

○　地域経済の活性化を図るとともに、いかに働きやすさを充実してい
　くか

（１）　国勢調査や経済センサス等における雇用や産業の実態把握に
　　ついて
（２）　産業構造の変化（高度化）について
（３）　若者の就業機会の確保について
（４）　女性や高齢者の就業率について
（５）　無料職業紹介所の状況について

○　計画のより高い実現性を目指す方策について、どのように検討し
　ていくか

（１）　未来委員会の提言への所見
（２）　箕輪チャレンジの「資源と人の循環づくり」と基本計画の「産業
　　が輝き、働く場所に恵まれたまち」の連携について（食料やエネ
　　ルギーの自給率向上と地域内循環の活性化）
（３）　現状分析のための「地域産業連関表」の試みについて

○　コミュニティの活性化とともに、生活基盤の安定と強化を図るために

（１）　町内各区の現状と課題についての総合的な認識
（２）　地域総合活性化事業交付金制度の充実について
（３）　一般住宅等の耐震化対策について
（４）　災害時における医療機関や県看護大学等との連携について
（５）　クリーンセンター八乙女最終処分場生活環境影響調査結果の
　　住民意見と考え方に関して

平成28年　6月議会　一般質問通告書

質問順位　１０　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨
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議席番号　14　番 岡田　建二朗

１　教育行政について

２　保育行政について

３　公契約条例の制定に
　ついて

４　「ながたの湯」の運営
　について

５　特定外来植物につい
　て

平成28年　6月議会　一般質問通告書

質問順位　１１　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

１　いじめ対策について、教育委員会の認識と実態は

２　いじめ対策についての課題と方針は

１　保育施設における遊具について、設置の目的と基準は

２　町内各保育施設における遊具の現状と課題、今後の整備方針に
　ついて

３　少子化対策としての子育て支援策の充実について

１　町が発注する公共事業の入札・施工・管理のあり方について

１　利用者の推移の受け止めについて

２　近隣施設との入浴料の平準化について

１　町内における実態と課題は

２　特定外来植物の住民への周知と対策について



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　4　番 松本　五郎

１　介護保険制度改定に伴
　う今後の対応について

２　小規模多機能型介護
　施設について

３　子どもの医療費窓口
　無料化について

４　自然エネルギーにつ
　いて
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質問順位　１２　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

１　介護保険制度の改定により、介護予防給付（要支援１・２）の訪問
　介護と通所介護が介護給付から外され、平成２９年に市町村の介
　護予防・生活支援総合事業に移ります。介護保険制度が改正にな
　ることにより、今まで行われていたサービスがどのように変わっていく
　のか利用者の方は心配になる。箕輪町は２９年度の実施に伴いどの
　ように対応していくのか

２　訪問型サービス・通所型サービスは改定により、サービスが後退し
　ないかが心配、今までどおりのサービスを行うような実施計画を

３　ケアマネージャー等、介護事業所の職員への指導はどのように行
　うのか。町独自の介護事業計画になっていくが、委託事業所に任せ
　るだけでなく町が主体となって事業所との連絡を密にしては

４　新しい総合事業、介護予防・生活支援サービス事業での地区サロ
　ンの設置・モデル地区の状況、支援サポーターの活動の実態は

１　子どもの医療費窓口無料化は「子どもの貧困問題」でも大いにか
　かわりのある問題です。今年の３月、厚生労働省は子どもの医療費
　を独自に助成している自治体に対して国が行っている補助金の減
　額措置を見直すよう求める報告書をまとめた。国の政策動向を分析
　し、一刻も早く子どもの医療、福祉医療の窓口無料化実施を

１　町は２年前に再生可能エネルギーを利用した発電施設などに伴
　うガイドラインを策定したが、ガイドラインには法律や規則のような
　強制力はありません。住民の意思が適切に反映できる規制条例の
　制定を

１　通所・訪問介護・ショートステイのサービスを利用者の状態によって
　選べる、小規模多機能型介護施設は２５人以下の登録制です。介護
　保険サービスのなかでは「地域密着型サービス」と呼ばれる種類のも
　ので、施設の所在地と異なる市町村に住んでいる場合は利用できな
　いことがあります。どのサービスを利用しても顔なじみの職員がケアを
　行う小規模多機能介護は利用者にとっても重要な施設と思いますの
　で、箕輪町での事業展開を
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議席番号　8　番 浦野　正雄

１　住居表示の変更につ
　いて

２　町木、町花の普及に
　ついて

３　役場職員の町内居住
　対策について

４　全国学力テストの結果
　と対策について

（１）　町の木（ケヤキ）や町の花（イワヤマツツジ）がなんであるかを知ら
　　ない人が多い。
　　　 町民に配布して庭等に植えてもらったらどうか。

（２）　公共施設周辺に町木、町花を植栽し普及を図ったらどうか。

（１）　今年行なわれた学力テストの結果はどうであったか。

（２）　テストの結果を受けてどのような対策を講じたか。

平成28年　6月議会　一般質問通告書

（１）　箕輪町の住居表示は、大字中箕輪・東箕輪・三日町・福与・中曽
　　根と大字で表示しているが、中箕輪の場合は９区、東箕輪は３区か
　　らなり、番地だけ聞いてもどこだか分からない。
　　　 住居表示をほとんどの町民が使用している区名表示に変更でき
　　ないか。

（２）　地番については、ある程度続いているが、大出山口のように同じ
　　地番の下に４桁にも及ぶ枝番がついており、しかも登記順に枝番を
　　付してあるため家を訪ねたりする際分かりづらい。また、松島の場
　　合も隣家と１，５００番地も違う地域もある。
　　　 住民の利便性を考慮して地番を付け直すことはできないか。

（１）　町が人口減少対策として諸施策を推進している中、役場職員のう
　　ち町外から通勤している職員が多く、町民税はもとより消費などにも
　　大きな影響があると推察される。
　　　 正規職員のうち町外居住職員数と比率は。

（２）　近隣市町村職員との比較は。

（３）　大きな災害が発生した場合、職員の招集の遅れなど業務に支障
　　を来すことが危惧される。
　　　 災害等有事の際の対応策は。

（４）　町内に家を建てた職員に対し、住居手当の増額措置や住環境の
　　整備等を実施している町村もあるが、居住奨励策は。

件　　　名

質問順位　１３　番 箕輪町議会議員　

質問の要旨
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議席番号　9　番 小出嶋　文雄

１　第５次振興計画の推進
　と財政見通しについて

２　健康ポイント事業につ
　いて

３　地域活性化について

４　農地の管理について

５　教科書選定について

（１）　第５次振興計画を推進していくための町の財源見通し

（２）　財政健全化堅持の見通しについて

　農業の担い手の高齢化に伴う農地の管理の課題について

（１）　健康ポイント制度の内容について

（２）　その推進方法について

（１）　人口減少、高齢化に伴う各区、地域の運営の問題点について

（２）　協働のまちづくり推進に係る町と地域（区）の仕事、財政負担に
　　ついて

　中学校教科書の選定にあたり教科書会社と教員とのかかわりについ
て

平成28年　6月議会　一般質問通告書

質問順位　１４　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨
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